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哲
学
研
究

第
五
百
五
十
四
号

服

部

英

次

郎

先

生

の

御

逝

去

元
関
西
大
学
教
授
、
服
部
英
次
郎
先
生
は
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
―
―
-
+

一
日
午
前
六
時
、
愛
仁
会
高
槻
病
院
に
お
い
て
、
腎
不
全
の
た
め
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
八
十
一
歳
。

先
生
は
明
治
三
十
八
年
一
月
十
四
日
和
歌
山
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、

昭
和
三
年
三
月
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
。
昭
和
六

年
六
月
よ
り
京
都
帝
国
大
学
助
手
と
し
て
御
勤
務
の
の
ち
、
昭
和
十
六
年

四
月
か
ら
、
神
戸
商
業
大
学
予
科
教
授
を
振
り
出
し
に
、
神
戸
経
済
大
学

予
科
、
神
戸
大
学
文
理
学
都
、
名
古
屋
大
学
お
よ
び
奈
良
女
子
大
学
の
各

文
学
部
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
教
授
を
御
歴
任
、
昭
和
五
十
年
三
月
の
関

西
大
学
文
学
部
教
授
御
退
職
を
以
て
教
育
職
に
節
目
を
迎
へ
ら
れ
た
が
、

御
研
究
は
生
涯
御
継
続
に
な
っ
た
。

先
生
は
、
厳
正
な
原
典
主
義
お
よ
び
文
献
批
判
の
方
法
に
基
き
つ
つ
、

他
方
精
神
史
的
考
察
を
も
並
用
さ
れ
、
西
洋
の
哲
学
思
想
史
、
就
中
中
世

哲
学
史
、
特
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
研
究
に
よ
っ
て
、
学
界
に
多
大
の

業
綬
を
残
さ
れ
た
。
御
著
書
に
は
『
西
洋
古
代
中
世
哲
学
史
』
（
昭
和
五
十

一
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
、
お
よ
び
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
』
（
昭
和
五
十
五

年
、
勁
草
書
房
）
が
あ
り
、
ま
た
御
訳
業
多
数
の
う
ち
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
『
告
白
』
（
上
・
中
・
下
、
昭
和
二
十
六
年
、
岩
波
文
廊
）
、
同
『
神
の
国
』

（
一
ー
四
、
但
し
四
は
藍
本
雄
三
氏
と
共
訳
、
五
は
未
刊
、
昭
和
五
十
七
ー
六
十
二

年
、
岩
波
文
庫
）
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
編
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
・
省
察
と
鍛
言
』

坂
口

清
（
さ
か
ぐ
ち
・
す
が
）
氏
の
御
逝
去

（
昭
和
十
二
年
、
岩
波
文
庫
）
な
ど
は
学
徒
だ
け
で
な
く
、
ひ
ろ
く
読
書
家
に

も
愛
読
さ
れ
て
ゐ
る
。

先
生
は
、
京
都
帝
国
大
学
助
手
に
御
在
職
の
頃
、
約
八
年
の
長
き
に
亘

っ
て
、
『
哲
学
研
究
』
の
編
輯
お
よ
び
京
都
哲
学
会
の
実
務
一
般
を
担
当

さ
れ
、
先
師
先
進
の
偉
業
を
継
承
、
後
輩
に
伝
送
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
論

文
「
ニ
ー
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
」
（
第
十
五
巻
、
第
一
、
三
、
五
号
、
昭

和
五
年
）
を
は
じ
め
、
翻
訳
な
ど
十
余
篇
を
『
哲
学
研
究
』
に
寄
せ
ら
れ

る
等
4
、
本
誌
の
現
在
と
賑
史
と
は
、
先
生
の
御
苦
労
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
別
に
し
て
考
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

こ
こ
に
、
本
哲
学
会
へ
の
御
功
労
を
銘
記
し
、
長
年
の
御
厚
情
に
衷
心

よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
、
ま
た
学
界
教
育
界
へ
の
御
功
績
を
讃
嘆
し
つ
つ
、

謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
九
月

京
都
哲
學
會

〔
追
記
〕
先
生
は
、
昭
和
五
十
八
年
煎
三
等
瑞
宝
章
の
叙
煎
を
受
け
ら
れ
、
ま

た
、
御
逝
去
と
と
も
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
な
ほ
、
先
生
が
蒐
集
せ
ら
れ
た

貴
重
な
文
献
の
数
々
は
、
現
在
、
関
西
大
学
図
書
鍮
に
収
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
元
文
部
事
務
官
、
坂
口
清
氏
は
昭
和
六
十
二
年
二
月

十
四
日
、
京
都
府
立
医
大
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
七
十
四
歳
。
（
御

墓
所
は
滋
賀
県
坂
田
郡
山
東
町
に
あ
り
、
御
迫
族
に
実
兄
松
浦
氏
が
居
ら
れ
る
。
）

同
氏
は
京
都
市
（
吉
田
近
衛
町
）
の
御
出
身
。
昭
和
十
二
年
四
月
か
ら
京

都
大
学
文
学
部
に
勤
務
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
は

一
四
八



2289 

梨

報

会
員
の
御
逝
去
に
つ
い
て

じ
め
国
史
学
、
つ
い
で
社
会
学
の
各
研
究
室
で
、
学
事
一
般
、
特
に
古
文

書
読
解
や
諸
資
料
整
理
等
を
通
じ
、
各
講
座
の
学
術
活
動
を
支
へ
ら
れ
た
。

ま
た
退
官
後
は
関
ヶ
原
市
史
の
編
築
に
従
事
さ
れ
る
な
ど
、
学
界
へ
の
基

礎
的
貢
献
を
終
生
継
続
さ
れ
て
ゐ
る
。
特
に
、
退
官
さ
れ
る
ま
で
十
餘
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
京
都
哲
学
会
の
事
務
一
般
を
担
当
さ
れ
、
学
会
の
維

持
運
営
を
全
く
の
「
緑
の
下
」
か
ら
支
へ
ら
れ
た
。
あ
の
大
学
紛
争
の
際

に
も
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
一
冊
だ
に
逸
失
す
る
こ
と
な
く
、
学
会
の
活

動
に
聯
か
の
支
障
も
な
か
り
し
は
、
ひ
と
へ
に
同
女
史
の
功
業
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
京
都
哲
学
会
へ
の
久
し
き
御
貢
献
と
御
厚
情
と
に
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
あ
げ
、
隠
れ
た
所
で
隠
れ
た
る
も
の
の
た
め
ひ
た
す
ら
奉
仕
を

積
ま
れ
た
御
人
柄
を
偲
び
つ
つ
顕
彰
し
、
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
九
月

京
都
哲
學
會

左
記
の
会
員
の
方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
本
学
会
へ

の
久
し
い
御
厚
誼
を
偲
び
、
謹
ん
で
御
冥
福
と
御
遣
族
の
御
平
安
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
。
（
括
弧
内
は
お
亡
く
な
り
の
日
、
最
終
御
勤
務
先
、

御
造
族
の
御
住
所
ま
た
は
御
菰
所
。
）

遠
山
郁
代

昭
和
六
十
一
年
度
の
京
都
哲
学
会
公
開
諧
演
会
は
、
十
一
月
三
日
（
月
）

午
後
一
時
半
か
ら
、
京
都
大
学
文
学
部
第
六
諧
義
室
に
お
い
て
、
左
記
の

如
く
行
わ
れ
た
。

一
、
古
典
イ
ン
ド
に
お
け
る
創
造
の
概
念京

都
大
学
教
授

五
京
都
哲
学
会
現
任
委
員
の
う
ち
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
末
日
を
も
つ
て
、

松
丸
寿
雄
氏
、
美
濃
正
氏
（
以
上
両
氏
と
も
助
手
退
職
、
転
出
の
た
め
）
が

退
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
四
月
一
日
付
を
も
つ
て
、
苧
阪
直
行
氏
（
心

理
学
諧
座
助
教
授
着
任
の
た
め
）
、
預
野
研
三
氏
（
哲
学
諧
座
助
手
着
任

の
た
め
）
、
森
哲
郎
氏
（
基
督
教
学
講
座
助
手
着
任
の
た
め
）
の
一
二
氏
が

新
た
に
委
員
に
加
わ
ら
れ
た
。

一
、
絵
画
表
現
の
背
景

四

京
都
哲
学
会
委
員
の
異
動

_
 

井
上
庄
七

1
1
)
 

高
畑
喜
代
志

一
四
九

服
部
正
明
氏

（
右
判
明
し
た
も
の
の
み
。
敬
称
略
。
会
員
の
消
息
に
つ
い
て
お
気
づ

き
の
方
は
、
京
都
哲
学
会
宛
お
し
ら
せ
下
さ
い
。
）

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
記
事
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以
下
に
掲
載
す
る
の
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
京
都
大
学
哲
学
科
諧
義

題
目
で
あ
る
。
古
い
年
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
梨
報
欄
休
載
期
間
中
に
属

す
る
た
め
、
同
期
間
中
の
他
の
年
度
の
題
目
と
同
様
、
参
考
資
料
と
し
て

こ
こ
に
掲
載
す
る
。

七
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ン
ト
博
士
（
ポ
ワ
テ
ィ
ニ
大
学
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
哲
学

会
会
長
）

昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
八
日
於
文
学
部

「
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
読
者
と
し
て
の
ヘ
ー
ゲ
l
V
|
ー
ヘ
ー
ゲ
ル
と

啓
蒙
ー
ー
」

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ラ
ウ
ト
博
士
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
）

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
於
京
大
会
館

「
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
お
け
る
弁
証
法
の
起
源
」

六

京
都
大
学
助
教
授
佐
々
木
丞
乎
氏

講
演
会
は
、
高
田
三
郎
、
本
吉
良
治
の
両
文
学
部
名
巻
教
授
の
他
、
吉

川
健
郎
（
鹿
児
島
）
、
三
浦
義
和
（
熊
本
）
等
、
遠
方
か
ら
の
会
員
の
御
出

席
も
得
て
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
終
了
後
、
京
大
会
館
に
お
い
て
、

服
部
、
佐
々
木
両
氏
を
囲
ん
で
、
約

1

一
十
五
名
の
会
員
が
晩
餐
を
共
に
し

つ
つ
、
討
論
、
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
た
。

外
国
哲
学
者
来
訪
講
演
会
記
事

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
講
義
題
目

哲
学
研
究

第
五
百
五
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四
号
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// 
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学

二
回
生
が
履
習
で
き
る
専
門
科
目

〔
共
〕
大
学
院
と
共
通

〔
院
〕
大
学
院
の
み

様
相
論
理
学

現
代
に
お
け
る
存
在
論
の
可
能
性〔共〕

帰
納
法
と
確
率
の
基
礎
（
倫
理
学
と

共

通

）

〔

共

〕

日
本
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想
史
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倫
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共
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）
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米
Aristoteles:

D
e
 G

e
n
e
r
a
 ti o

n
e
 

悪
願

蒜
忌
器
抵
活認
睾
は
睾
~Kant:

Kritik 
der 

praktischen 

et 
C
o
r
r
u
p
t
i
o
n
e
 
(
B
S
~
)
,
 D

e
 

V
e
r
n
u
n
f
t
 

〔井く〕

Caelo 
〔共〕

:::, 
差

垣
誤

ヨ
前

塾
Joh.

Gott!. 
Fichte: 

R
e
d
 en
 a

n
 

箔
即

国
差

垣
桓

ヨ
柴

出
Plotinos:

E
n
n
e
a
d
e
s
 

〔状〕
die 

deutsche 
N
a
t
i
o
n
 

〔我〕

痣
臨

日
抵

怒
ヨ

田
唱

A
u
g
u
s
t
i
n
us: 

Confession es 
ヽ

舘
器

田
廿

樹
Ill

W
.
 J
a
m
e
s
:
 
T
h
e
 Varieties 

of 

員
〔＃〕

Religious 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
 
(
要
則
帥
’

尋
癖

1
 1+11 
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II II II II II 

講

師

竹

中

智

泰

諧

師

津

田

真

一

諧

師

矢

野

道

雄

講

師

矢

野

道

雄

諧

師

奈

良

康

明

講

義

教

授

服

部

正

明

研

究

教

授

服

部

正

明

印
度
哲
学
史

演
習
JI

教

授

酒

井

修

”

助

手

今

林

万

里

子

研

究

教

授

酒

井

修

講

読

講

師

山

野

耕

治

哲
学
研
究

第
五
百
五
十
四
号

宗

教

学

と

共

通

）

〔

共

〕

W. J
a
e
g
e
r
:
 
Paideia, 
die 
F
o
r
 ,
 

m
u
n
g
 d

e
s
 g
r
i
e
c
h
i
s
c
h
e
n
 
M
e
n
 ,
 

s
c
h
e
n
 

P
l
a
t
o
n
 

歴
史
的
世
界
か
ら
超
歴
史
的
な
も
の

ヘ

〔

院

〕

H
e
g
e
l
:
 
P
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 

G
e
i
s
t
e
s
 

〔院〕

※
イ
ン
ド
思
想
史

古
典
イ
ン
ド
に
お
け
る
意
味
論

〔共〕

イ
ン
ド
宗
教
文
化
史
研
究
序
説
（
仏

教
学
、
梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
）

（

前

期

）

〔

共

〕

Y
a
v
a
 ̀~aj認
a
k
a

の
研
究
（
梵
語
学

梵

文

学

と

共

通

）

〔

共

〕

イ
ン
ド
古
典
医
学
書
の
思
想
（
梵
語

学
梵
文
学
と
共
通
）
〔
共
〕

S

封
7.adipika

の
研
究
〔
共
〕

I
f
e怠
a
j
r
a
,
 
t
a
n
t
r
a

諧
読
（
梵
語
学

梵
文
学
、
仏
教
学
と
共
通
（
後
期
）

”

講

師

日

原

利

国

諧

読

助

手

西

脇

常

記

Il

講

師

黄

済

清

研

究

教

授

湯

浅

幸

孫

” 

尾
崎
雄
二
郎

説
文
解
字
注
（
中
国
語
学
中
国
文
学

と

共

通

）

〔

共

〕

周

礼

注

疏

〔

共

〕

正
史
儒
林
伝

劉
師
培
造
書

全
祖
望
の
学
術

演

習

教

授
人
文
研

教

授

湯

浅

幸

孫

" 
研諧

究義

助人諧教
教文
授研師授

吉

川

忠

夫

語

“ ”
 

〔院〕

六
朝
末
の
知
識
人
（
東
洋
史
学
と
共

通

）

〔

共

〕

翁

注

困

学

紀

聞

〔

共

〕

湯
浅
幸
孫
※
三
教
の
交
渉

戸
川
芳
郎
漠
代
の
学
術
と
文
化

中
国
哲
学
史

学

助

教

授

小

林

信

彦

講

師

井

狩

弥

介

助

教

授

小

林

信

彦

演

習

教

授

服

部

正

明

一
五

〔共〕
〔共〕

R
a
m
翌
uja,
B
h
a
g
a
v
a
d
g
i
t
a
b
h
a
-

芝
a

〔共〕

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
選

I
（
梵
語
学

梵
文
学
、
仏
教
学
と
共
通
）
〔
共
〕

後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
（
仏
教
学
、
梵

語
学
梵
文
学
と
共
通
）
〔
共
〕

※
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
（
仏
教
学
、

西
南
ア
ジ
ア
史
学
、
梵
語
学
梵
文
学

と
共
通
）
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痰

報

演

習

助

教

授

平

野

II

教

授

柿

崎

教

授

本

吉

助
教
授
乎
野

雪良
治
一
心
理
学
演
喜

俊
二

” 
II 

” 
II 

研

究”
 

”
 講

師

蜂

屋

良

彦

講 諧 講 講 教 助 教
-縁

師師師師授
教目

授麟
小永岡生本坂
嶋田 沢吉野

良
治

雅
夫

宏
子

良
昭

秀
夫 登

（
前
期
）

河

合

隼

雄

教
育
学

部
教
授

人
格
心
理
学
概
論
（
教
育
学
部
、
倫

理
学
と
共
通
、
た
だ
し
、
教
職
科
目

で
は
な
い
）

オ
ペ
ラ
ソ
ト
行
動
の
諸
問
題
〔
共
〕

実

験

計

画

〔

共

〕

発
達
研
究
の
諸
問
題
〔
共
〕

対

人

関

係

の

研

究

〔

共

〕

発
達
研
究
の
最
近
の
動
向
（
教
育
学

部

と

共

通

）

〔

共

〕

集
団
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

諸
問
題
（
教
育
学
部
と
共
通
）
〔
共
〕

心
理
学
演
習
①

” 
部教教教
教育
授学授授

梅
本
奥
夫
教
育
心
理
学
（
教
育
学
部
と
共
通
、

た
だ
し
、
教
職
科
目
で
は
な
い
）

講

義”
 

本
吉
良
治
※
心
理
学
概
論

柿
崎
祐
一
※
知
覚
の
問
題

心

理

学

（
前
期
）

教
育
学

研

究

河

合

隼

雄

部
教
授

人
格
心
理
学
概
論
（
教
育
学
部
、
心

理
学
と
共
通
、
た
だ
し
、
教
職
科
目

で
は
な
い
）一五一――

諧

義

助

教

授

西

谷

裕

作

※
倫
理
学
概
論

倫

理

学

‘’ 
助教教教助教教
教旋推教
授部授部授授授

木

下

冨

雄

集
合
行
動
論

” 

中

島

誠

発

達

心

理

学

演

習

演

習

柿
崎
祐
一

本
吉
良
治
一
現
代
心
理
学
の
諸
問
題

平

野

俊

二

研講
// 

究読

実

習 ”
 教諧諧助教教助教教

教教
授師師授授授授授授

〔院〕
〔院〕

〔院〕

*
[
[
二
心
理
学
特
殊
実
験
（
実
験
乙
）

平

野

俊
1

1

[
[
[
ぃ
-
※
心
理
学
基
礎
実
験
（
実
験
甲
）

平

野

俊

二

住
田
幸
次
郎

島

久

洋

柿
崎
祐
一

※
統
計
法
基
礎
実
習

社
会
心
理
学
関
係
の
英
書
諧
読

コ
フ
カ
、
ゲ
シ
ク
ル
ト
心
理
学
の
原

理

〔

院

〕
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諧

読

助

教

授

西

谷

裕

作

演

習

講

師

田

中

英

一

” 
演
習
皿

演
習

rr

演
習

I

教

授

” ” 
II II 

諧
師
―
―
一
嶋
唯
義

教

授

助
教
授

諧

師

｝
倫
理
学
の
諸
問
題

森
口
美
都
男

西

谷

裕

作

深

谷

昭

三

森
口
美
都
男

M
.
 S
c
h
e
l
e
r
:
 
D
e
r
 F
o
r
m
a
l
i
s
m
u
s
 

in 
d
e
r
 E
t
h
i
k
 u
n
d
 d
i
e
 
M
a
t
e
r
-

iale 

W
 
e
r
t
e
t
h
i
k
 

〔共〕

H. B
e
r
g
s
o
n
 "
 L
e
s
 d
e
u
x
 S
o
u
r
 ,
 

c
e
s
 
d
e
 
la 
M
o
r
a
l
e
 
et 
d
e
 
la 

〔共〕

R
e
l
i
g
1
0
n
 

W. J
a
m
e
s
:
 
T
h
e
 
V
a
r
i
e
t
i
e
s
 
of 

R
e
l
i
g
i
o
u
s
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
 
(
西
洋

哲
学
史
、
宗
教
学
と
共
通
）
〔
共
〕

K. 
L
o
w
i
t
h
 "
 D
a
s
 
I
n
d
i
v
i
d
u
u
m
 

講

師

坂

東

性

純

講

師

中

埜

班

（
後
期
）

教
育
学
部
坂
野

助

教

授

教
養
部

助
教
授

人
文
研

助

手

内
井

有
福

哲
学
研
究

惣
七

孝
岳 登

第
五
百
五
十
四
号

自
我
の
問
題

〔共〕

帰
納
法
と
確
率
の
基
礎
（
哲
学
と
共

通

）

〔

共

〕

ド
イ
ッ
親
念
論
に
お
け
る
自
由
概
念

の

変

造

〔

共

〕

日
本
思
想
史
（
哲
学
、
仏
教
学
と
共

通

）

〔

共

〕

K
a
n
t
 "
 Kr
i
 tik 
d
e
r
 
U
 rteilskraft, 

§

4

1

か

ら

〔

共

〕

〔共〕

諧

読
演
習

II

演
習
ー

，I 

” II 
// 

，
 

II 
講

義”
 

研

究“
 

II 

教

授

助
教
授

助
教
授

助

手
教
旋
部

助
教
授

講 講 講 諧 助 教 教 教 助 教助教
教旋施教 教

師師師師授部授部授授授授

新

田

博

術

｝
美
学
美
術
史
学
の
諸
問
題

吉
岡
健
二
郎

清
水
豊
―
―

｝
美
術
史
学
の
実
地
指
端

清
水
善
一
―
―

中

島

博

武

田

恒

夫

西
村
規
矩
夫

山

岡

泰

造

中

村

興

二

新

田

博

術

乾

由

明

吉
岡
健
二
郎

清
水
善
一
―
―

吉
岡
健
二
郎

清
水
善
一
―
―

美
学
美
術
史
学

助

教

授

西

谷

裕

作

〔共〕
〔共〕

in 
d
e
r
 
R
o
l
l
e
 
d
e
s
 
M
i
t
m
e
n
s
 ,
 

c
h
e
n
 

〔共〕

G
.
 
M
a
r
c
e
l
 ＂ 
J
o
u
r
n
a
l
 M
e
t
a
p
h
y
 ,
 

s
i
q
u
e
 

※
美
学
概
論

※
日
本
美
術
史
概
説

ヴ
ィ
ー
ソ
学
派
の
芸
術
哲
学
〔
共
〕

肖

像

彫

刻

の

研

究

〔

共

〕

フ
ラ
ソ
ス
十
九
世
紀
絵
画
史
〔
共
〕

音
楽
美
学
序
説

狩

野

派

史

論

〔

共

〕

北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
の
絵
画
〔
共
〕

中
国
絵
画
史
の
問
題
点
〔
共
〕

浄
土
教
美
術
論
ー
絵
画
を
中
心
と
し

て

ー

〔

共

〕

G
i
s
e
l
e
 
Brelet, 
L
e
 t
e
m
p
s
 
m
i↑ー

5ical" 
1
9
4
9
.
 

一
五
四
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諧

読

助

手

橋

本

満

II 

諧演演
習習 I/

義 JI I 
II 

’’ 
II 

” 
研

究

研講

究義

葉

報

助

手

高

沢

淳

夫

講

師

宝

月

誠

講

師

益

田

庄

三

助

教

授

中

久

郎

助

教

授

中

久

郎

諧

師

児

玉

昇

c
e
s
 

諧諧諧教教助助
旋教教

師師師授部授授

大

村

英

昭

越

井

郁

朗

中
野
秀
一
郎

米

沢

有

恒

｝
美
学
美
術
史
学
研
究
の
諸
問
題
〔
院
〕

吉
岡
健
二
郎

消

水

善

三

統
合
理
論
と
闘
争
理
論
〔
共
〕

社
会
的
相
互
作
用
論
〔
共
〕

「
知
識
の
構
造
」
と
「
社
会
の
構
造
」

〔共〕
〔共〕

〔共〕

逸
脱
と
統
制
の
社
会
学

日
本
村
落
の
研
究

社
会
学
の
諸
問
題

社
会
学
方
法
論

E
u
g
e
n
 
L
e
m
 be
r
g
,
 
S
o
z
i
o
l
o
g
i
e
 

d
e
s
 N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
u
s
 

E• 

D
u
r
k
h
e
i
m
,
 
e
u
x
 
D
l
o
i
s
 
d
e
 

!'evolution 
p
e
n
a
l
e
 

N
.
 
J. 
S
m
e
l
s
e
r
.
 
C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 

M
e
t
h
o
d
s
 in 
t
h
e
 
S
o
c
i
a
l
 S
c
i
e
n
-

II 

演
習
ー

諧

師

石

田

鹿

和

諧

師

中

村

広

治

郎

教

授

上

田

閑

照

社

Il

講

師

演
習

I

教

授

助
教
授

山

本

誠

作

一
五
五

II 
諧

義

助

教

授

研

究

教

授教
捉
部

II

教

授

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
と
西
田
哲
学

〔共〕

親
席
の
思
想
の
哲
学
的
解
明
〔
共
〕

イ
ス
ラ
ム
の
思
想
と
胆
史
〔
共
〕

J
a
s
p
e
r
s
:
 
D
e
r
 
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
s
c
h
e
 

G
l
a
u
b
e
 a
n
g
e
s
i
c
h
t
s
 d
e
r
 
O
f
f
e
n
-

長
谷
正
当
※
宗
教
学
概
論

上
田
閑
照
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
研
究

宗

教

学

II 
演

習

助教教併
教
授授授任

水
津
一
朗
地
域
の
諸
問
題
（
地
理
学
と
共
通
）

応

地

利

明

〔

院

〕

水

野

浩

作
田
啓
一
思
想
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

中

久

郎

中

久

郎

会

学

※
社
会
学
概
論

共
同
性
の
理
論

E
m
i
l
 Utitz, 
A
s
t
h
e
t
i
k
.
 

〔共〕 〔共〕

〔共〕

” ” 
諧

師

上

子

武

次

講

師

浜

口

恵

俊

研

究

講

師

新

睦

人

”
 

演

習

助
教
授

教
狸
部

助
教
授

中

久

郎

現
代
社
会
学
の
諸
問
題

社
会
学
（
比
較
社
会
学
）

社
会
組
織
の
比
較

社
会
学
に
お
け
る
実
証
的
研
究

〔院〕

役

割

関

係

の

研

究

〔

院

〕

比
較
文
明
社
会
論
の
課
題
と
方
法
ー

心
理
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
ー〔院〕

〔院〕

高
橋
三
郎
文
化
現
象
の
諸
問
題

〔院〕
〔院〕
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講

義

教

授

梶

山

雄

一

※

イ

ン

ド

仏

教

思

想

史

研

究

教

授

梶

山

雄

一

説

一

切

有

部

の

存

在

論

仏

教

学

講

読

講

師

演
習

II
教

授

助
教
授

西
村
浩
太
郎

｝
宗
教
哲
学
の
諸
問
題

上

田

閑

照

長

谷

正

当

講

読

教

授

上

田

閑

照

＂ ＂ ＂ ”
 諧

師

川

村

永

子

講

師

稲

葉

稔

講

師

大

峯

顕

演

習

講

師

田

中

英

一

助

教

授

長

谷

正

当

哲
学
研
究

第
五
百
五
十
四
号

〔共い
l

〔院〕
〔共』

b
a
r
u
n
g
 
(
教
育
学
部
と
共
通
）

〔共〕

P. 
R
i
c
o
e
u
r
:
 P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 
d
e
 la 

〔共〕

V
o
l
o
n
t
e
 

W
.
 J
a
m
e
s
:
 
T
h
e
 V
a
r
i
e
t
i
e
s
 
of 

R
e
l
i
g
i
o
u
s
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
 
(
西
洋

哲
学
史
、
倫
理
学
と
共
通
）
〔
共
〕

S
c
h
e
l
l
i
n
g
:
 
U
b
e
r
 
d
a
s
 
W
e
s
e
n
 

d
e
r
 m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
n
 F
r
e
i
h
e
i
t
 

〔共〕

H
e
g
e
l
:
 
P
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 

〔共〕

G
e
1
s
t
e
s
 

s• 

K
i
e
r
k
e
g
a
a
r
d
:
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
s
 ,
 

c
h
e
 B
r
o
c
k
e
n
 (
基
督
教
学
と
共
通
）

〔共〕

N
i
e
t
z
s
c
h
e
:
 
A
l
s
o
 s
p
r
a
c
h
 
Z
a
r
a
-

t
h
u
s
t
r
a
 

P
a
s
c
a
l
:
 
P
e
n
s
e
e
s
 

人
文
研

“

助

手

語

学

助

教

授

II 

” ＂ 
講助教教人

教簑文
師授 部 授 研

II II II // 

小

林

信

彦

※
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
（
印
度
哲

学
史
、
西
南
ア
ジ
ア
史
学
、
梵
語
学

梵
文
学
と
共
通
）

御
牧
克
己
梵
語
仏
典
選
集

〔共〕

井
狩
弥
介
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
（
印
度
哲
学
史
、

梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
）
〔
共
〕

荒

牧

典

俊

柳

田

聖

山

正

法

眼

蔵

助

教

授

小

林

信

彦

演

習

教

授

梶

山

雄

一

II

教

授

大

地

原

豊

講

師

津

田

真

講

師

坂

東

性

純

講

師

奈

良

康

明

S
u
t
t
a
n
i
p
a
t
a
 

〔共〕
〔共〕

イ
ン
ド
宗
教
文
化
史
研
究
序
説
（
印

度
哲
学
史
、
梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
〕

（

前

期

）

〔

共

〕

日
本
の
思
想
史
（
哲
学
、
倫
理
学
と

共

通

）

〔

共

〕

H
e
v
a
j
r
a
、t
a
n
t
r
a

講
読
（
印
度
哲

学
史
、
梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
）
（
後

期

）

〔

共

〕

Sik~asamuccaya 

〔共〕

パ
ー
リ
・
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
文
選

（
梵
語
学
梵
文
学
と
共
通
）
〔
共
〕

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
選

I
（
印
度
哲

学
史
、
梵
語
学
梵
文
学
と
共
通

〔共〕

一
五
六
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II 

” ” 
II II 

梨

報

諧

師

川

村

永

子

講

師

今

井

晋

諧

師

小

池

三

郎

諧

師

遠

藤

彰

講

師

野

本

真

也

演

習

助

教

授

水

垣

渉

研

究

講

師

森

田

雄

三

郎

”

講

師

稲

垣

良

典

講

義

助

教

授

水

垣

渉

研

究

助

教

授

水

垣

渉

” 

基

督

教

学

諧

師

頼

富

※
原
始
キ
リ
ス
ト
教
思
想

初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
探

求

」

の

問

題

〔

共

〕

キ
リ
ス
ト
論
の
動
向
と
変
化
〔
共
〕

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
の
倫
理
学

（
西
洋
哲
学
史
と
共
通
）
〔
共
〕

O
r
i
g
e
n
e
s
:
 
D
e
 
principiis 
(前

年

度

の

続

き

）

〔

共

〕

古
典
ヘ
プ
ラ
イ
語
文
法
お
よ
び
創
世

記
原
典
の
諧
読
・
釈
義
（
西
南
ア
ジ

ア

史

学

と

共

通

）

〔

共

〕

マ
タ
イ
、
ル
カ
両
福
音
書
原
典
講
読

．

釈

義

〔

共

〕

A
u
g
u
s
t
i
n
u
s
:
 D
e
 d
o
c
t
r
i
n
a
 C
h
 ,
 

ristiana 
(
西
洋
哲
学
史
と
共
通
）

〔共〕

M. L
u
t
h
e
r
:
 
V
o
r
l
e
s
u
n
g
 
iiber 

d
e
n
 R
o
m
e
r
b
r
i
e
f
 

〔共〕

s• 

K
i
e
r
k
e
g
a
a
r
d
:
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
-

s
c
h
e
 
B
r
a
c
k
e
n
 
(
宗
教
学
と
共
通
）

本
宏
チ
ベ
ッ
ト
語
（
初
級
）
（
各
学
科
共

通
チ
ベ
ッ
ト
語
と
共
通
）
〔
共
〕

去
る
昭
和
四
十
八
年
三
月
よ
り
五
十
三
年
三
月
に
亘
る
痕
報
欄
休
載
の

た
め
、
同
欄
復
活
後
、
同
期
間
中
の
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
諧
義
題
目
、

卒
業
論
文
題
目
そ
の
他
の
追
加
掲
載
が
錯
綜
し
、
読
者
に
御
不
便
を
お
か

け
し
た
。
本
号
を
以
て
休
載
期
間
中
の
当
該
事
項
の
掲
載
が
完
了
し
た
の

で
、
第
五
四

0
号
の
編
集
報
告
に
基
、
つ
き
、
年
度
順
の
掲
載
箇
所
を
以
下

に
対
照
し
、
読
者
の
方
々
の
御
便
宜
を
図
る
こ
と
に
し
た
い
。

昭
和
四
十
三
年
度
•
…
・
・
第
五
0
九
号
（
第
四
十
四
巻
第
三
冊
）

昭
和
四
十
四
年
度
：
：
・
・
・
第
五
一
四
号
（
第
四
十
四
巻
第
八
冊
）

昭
和
四
十
五
年
度
•
…
・
・
第
五
一
六
号
（
第
四
十
四
巻
第
十
冊
）

昭
和
四
十
六
年
度
•
•
…
•
第
五
ニ
―
号
（
第
四
十
五
巻
第
三
冊
）

昭
和
四
十
七
年
度
：
：
・
・
・
第
五
四

0
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
冊
）

昭
和
四
十
八
年
度
•
…
・
・
第
五
四
四
号
（
第
四
十
七
巻
第
二
冊
）

昭
和
四
十
九
年
度
：
・
…
・
第
五
四
六
号
（
第
四
十
七
巻
第
四
冊
）

昭
和
五
十
年
度
・
…
・
・
第
五
四
七
号
（
第
四
十
七
巻
第
五
冊
）

昭
和
五
十
一
年
度
•
…
・
・
第
五
四
九
号
（
第
四
十
七
巻
第
七
冊
）

昭
和
五
十
二
年
度
•
…
・
・
第
五
五
三
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
一
冊
）

八

” 

講
義
題
目

一
五
七

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
諧
義
題
目
・
論
文
題
目

等
掲
載
箇
所
対
照
表
（
年
度
順
）

〔共〕

助
教
授
水
垣
渉
院
生
の
研
究
発
表
を
中
心
に
討
論
す

る

〔

院

〕
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哲
学
研
究

第
五
百
五
十
四
号

昭
和
五
十
三
年
度
…
•
•
•
第
五
五
四
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
二
冊
）

昭
和
五
十
四
年
度
…
・
・
・
第
五
三
八
号
（
第
四
十
六
巻
第
八
冊
）

昭
和
五
十
五
年
度
…
・
・
・
第
五
四
一
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
一
冊
）

昭
和
五
十
六
年
度
…
・
・
・
第
五
四
三
号
（
第
四
十
七
巻
第
一
冊
）

昭
和
五
十
七
年
度
…
•
•
•
第
五
四
五
号
（
第
四
十
七
巻
第
三
冊
）

昭
和
五
十
八
年
度
…
・
・
・
第
五
四
八
号
（
第
四
十
七
巻
第
六
冊
）

昭
和
五
十
九
年
度
…
…
第
五
五
一
号
（
第
四
十
七
巻
第
九
冊
）

昭
和
六
十
年
度
•
…
…
・
・
第
五
五
二
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
冊
）

卒
業
論
文
題
目

昭
和
四
十
五
年
―
―
一
月
…
・
・
・
第
五
一
五
号
（
第
四
十
四
巻
第
九
冊
）

昭
和
四
十
六
年
三
月
…
・
・
・
第
五
ニ
―
号
（
第
四
十
五
巻
第
三
冊
）

昭
和
四
十
七
年
三
月
…
…
第
五
三
九
号
（
第
四
十
六
巻
第
九
冊
）

昭
和
四
十
八
年
三
月
…
…
第
五
四
二
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
二
冊
）

昭
和
四
十
九
年
三
月
…
•
•
•
第
五
四
四
号
（
第
四
十
七
巻
第
二
冊
）

昭
和
五
十
年
―
―
一
月
…
…
…
第
五
四
六
号
（
第
四
十
七
巻
第
四
冊
）

昭
和
五
十
一
年
三
月
…
・
・
・
第
五
四
七
号
（
第
四
十
七
巻
第
五
冊
）

昭
和
五
十
二
年
三
月
…
・
・
・
第
五
四
九
号
（
第
四
十
七
巻
第
七
冊
）

昭
和
五
十
三
年
三
月
…
・
・
・
第
五
五
三
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
一
冊
）

昭
和
五
十
四
年
三
月
…
・
・
・
第
五
三
七
号
（
第
四
十
六
巻
第
七
冊
）

昭
和
五
十
五
年
三
月
…
…
第
五
四
一
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
一
冊
）

昭
和
五
十
六
年
―
―
一
月
第
五
四
三
号
（
第
四
十
七
巻
第
一
冊
）

昭
和
五
十
七
年
三
月
：
…
・
・
第
五
四
五
号
（
第
四
十
七
巻
第
三
冊
）

昭
和
五
十
八
年
三
月
…
…
第
五
四
八
号
（
第
四
十
七
巻
第
六
冊
）

昭
和
五
十
九
年
一
＿
一
月
…
・
・
・
第
五
五
一
号
（
第
四
十
七
巻
第
九
冊
）

昭
和
六
十
年
三
月
…
・
・
・
・
・
・
第
五
五
二
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
冊
）

昭
和
四
十
五
年
三
月
…
・
・
・
第
五
一
五
号
（
第
四
十
四
巻
第
九
冊
）

昭
和
四
十
六
年
一
＿
一
月
第
五
ニ
―
号
（
第
四
十
五
巻
第
三
冊
）

昭
和
四
十
七
年
三
月
第
五
三
九
号
（
第
四
十
六
巻
第
九
冊
）

昭
和
四
十
八
年
―
―
一
月
…
・
・
・
第
五
四
二
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
二
冊
）

昭
和
四
十
九
年
三
月
…
・
・
・
第
五
四
四
号
（
第
四
十
七
巻
第
二
冊
）

昭
和
五
十
年
三
月
…
・
・
・
第
五
四
六
号
（
第
四
十
七
巻
第
四
冊
）

昭
和
五
十
一
年
三
月
…
・
・
・
第
五
四
七
号
（
第
四
十
七
巻
第
五
冊
）

昭
和
五
十
二
年
三
月
…
…
第
五
四
九
号
（
第
四
十
七
巻
第
七
冊
）

昭
和
五
十
三
年
三
月
…
…
第
五
五
一
＿
一
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
一
冊
）

昭
和
五
十
四
年
三
月
…
…
第
五
三
七
号
（
第
四
十
六
巻
第
七
冊
）

昭
和
五
十
五
年
三
月
：
…
・
第
五
四
一
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
一
冊
）

昭
和
五
十
六
年
三
月
…
…
第
五
四
三
号
（
第
四
十
七
巻
第
一
冊
）

昭
和
五
十
七
年
三
月
…
・
・
・
第
五
四
五
号
（
第
四
十
七
巻
第
一
一
一
冊
）

昭
和
五
十
八
年
―
―
一
月
…
…
第
五
四
八
号
（
第
四
十
七
巻
第
六
冊
）

昭
和
五
十
九
年
三
月
…
…
第
五
五
一
号
（
第
四
十
七
巻
第
九
冊
）

昭
和
六
十
年
三
月
…
…
…
第
五
五
二
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
冊
）

博
士
課
程
単
位
修
得
者
研
究
論
文
要
旨
題
目

昭
和
四
十
五
年
三
月
…
•
•
•
第
五
一
五
号
（
第
四
十
四
巻
第
九
冊
）

昭
和
四
十
六
年
三
月
…
・
・
・
第
五
ニ
―
号
（
第
四
十
五
巻
第
三
冊
）

修
士
課
程
修
了
論
文
題
目

一
五
八
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九

梨

報

昭
和
四
十
七
年
三
月
…
…
第
五
四

0
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
冊
）

昭
和
四
十
八
年
三
月
…
・
・
・
第
五
四
二
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
二
冊
）

昭
和
四
十
九
年
三
月
：
·
…
•
第
五
四
四
号
（
第
四
十
七
巻
第
二
冊
）

昭
和
五
十
年
三
月
…
…
第
五
四
六
号
（
第
四
十
七
巻
第
四
冊
）

昭
和
五
十
一
年
三
月
…
•
•
•
第
五
四
七
号
（
第
四
十
七
巻
第
五
冊
）

昭
和
五
十
二
年
三
月
：
…
•
第
五
四
九
号
（
第
四
十
七
巻
第
七
冊
）

昭
和
五
十
三
年
三
月
…
…
第
五
五
三
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
一
冊
）

昭
和
五
十
四
年
三
月
…
…
第
五
四

0
号
（
第
四
十
六
巻
第
十
冊
）

博
士
後
期
課
程
学
修
者
氏
名

昭
和
五
十
五
年
三
月
：
…
•
第
五
四
三
号
（
第
四
十
七
巻
第
一
冊
）

昭
和
五
十
六
年
三
月
…
・
・
・
第
五
四
三
号
（
第
四
十
七
巻
第
一
冊
）

昭
和
五
十
七
年
三
月
…
•
•
•
第
五
四
五
号
（
第
四
十
七
巻
第
三
冊
）

昭
和
五
十
八
年
三
月
…
…
第
五
四
八
号
（
第
四
十
七
巻
第
六
冊
）

昭
和
五
十
九
年
三
月
…
…
第
五
五
一
号
（
第
四
十
七
巻
第
九
冊
）

昭
和
六
十
年
三
月
：
…
・
第
五
五
二
号
（
第
四
十
七
巻
第
十
冊
）

「
日
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
内
容
紹
介

京
都
哲
学
会
は
、
従
来
よ
り
、
日
本
学
術
会
談
の
「
広
報
協
力
学
術
研

究
団
体
」
（
旧
称
は
「
連
絡
学
・
協
会
」
）
の
一
っ
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
正
式
の
「
登
録
学
術
研
究
団
体
」
と
し
て
登
録
を
行
う
か
否
か
を
、

現
在
検
討
中
で
あ
る
。
同
会
謡
の
広
報
協
力
学
術
団
体
は
、
「
日
本
学
術

会
謡
活
動
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
各
分
野
の
学
術
研
究
団
体
と
の
緊
密

な
連
絡
・
協
力
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の
広
報
活
動
に
協
力
」
す
る
こ

一
五
九

と
を
旨
と
す
る
学
術
団
体
で
あ
る
こ
と
を
、
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
要
請
に
対
応
す
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
本
誌
は
、
同
会
議
広
報
委

員
会
に
よ
り
本
年
度
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
「
日
本
学
術
会
誤
だ
よ
り
」

の
内
容
を
、
編
集
を
加
え
、
適
宜
、
『
哲
学
研
究
』
誌
上
に
掲
載
す
る
こ

と
に
し
た
。
以
下
に
、
「
日
本
学
術
会
識
だ
よ
り
」
第
一
し
三
号
の
内
容

を
紹
介
す
る
。

第
一
号
—
|
昭
和
六
十
一
年
五
月

|
「
日
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
の
創
刊
に
当
た
っ
て
ー
ー

日
本
学
術
会
議
は
、
第
一
三
期
の
活
動
の
重
点
の
一
っ
と
し
て
、
学
・

協
会
と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
る
た
め
、
従
来
以
上
に
広
報
活
動
の
充
実

を
は
か
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
会
議
の
活
動
状
況
を
定
期
的
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
今
年
五
月
か
ら
四
半
期
ご
と
に
「
日
本
学
術
会
識
だ

よ
り
」
を
各
学
・
協
会
の
機
関
誌
等
に
御
掲
載
願
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し

こ
。t
 今

後
も
引
き
続
き
御
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

〔
見
出
し
〕
「
百
回
を
迎
え
た
日
本
学
術
会
議
総
会
」

〔
内
容
〕
四
月
二
十
三
、
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
日
本
学
術
会
識
第

百
回
総
会
の
談
事
概
要
の
報
告
。
中
心
は
、
「
脳
死
を
め
ぐ
る
諸
問

題
に
つ
い
て
」
の
会
員
に
よ
る
討
論
の
報
告
。

第
二
号
ー
ー
曲
g
和
六
十
一
年
八
月

〔
見
出
し
〕
「
「
日
本
高
齢
社
会
総
合
研
究
七
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立

に
つ
い
て
の
提
言
」
を
公
表
」

〔
内
容
〕
日
本
学
術
会
謡
高
齢
化
社
会
特
別
委
員
会
に
よ
っ
て
五
月
二



2300 

哲
学
研
究

第
五
百
五
十
四
号

十
六
日
に
な
さ
れ
た
、
右
記
「
提
言
」
の
概
要
。

他
に
、
物
理
学
、
結
晶
学
両
研
究
連
絡
委
員
会
に
よ
っ
て
発
表
さ

れ
た
「
中
性
子
回
折
・
散
乱
研
究
の
推
進
に
関
す
る
意
見
」
に
関
す

る
記
事
、
日
本
学
術
会
議
主
催
公
開
講
演
会
「
二
十
一
世
紀
の
学

術
」
の
開
催
（
九
月
二
十
七
日
、
於
日
本
学
術
会
議
諧
堂
）
の
案
内

等。

第
三
号
|
ー
昭
和
六
十
一
年
十
一
月

〔
見
出
し
〕
「
第
十
三
期
初
め
て
の
勧
告
・
要
望
出
る
」

〔
内
容
〕
十
月
二
十
二
日
か
ら

1

一
十
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
百
一
回

総
会
の
議
事
概
要
の
報
告
。
主
要
記
事
は
、
同
総
会
で
採
択
さ
れ
、

日
本
学
術
会
議
よ
り
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
勧
告
「
国
立
代
用
臓

器
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て
」
、
及
び
要
望

「
我
が
国
に
お
け
る
学
術
研
究
の
推
進
に
つ
い
て
ー
—
ー
大
学
院
の
充

実
等
を
中
心
と
し
て
ー
ー
」
に
関
す
る
記
事
。

他
に
、
高
度
情
報
社
会
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
高
度

情
報
社
会
の
展
望
と
課
題
」
に
関
す
る
自
由
討
議
、
財
団
法
人
日
本

学
術
協
力
財
団
の
設
立
等
に
関
す
る
記
事
を
収
載
。

〔
編
輯
者
後
記
〕
本
号
の
梨
報
欄
は
著
る
し
く
記
事
が
輻
該
し
ま

し
た
の
で
、
他
は
次
号
以
後
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

一

四

九

頁

十

四

行

五
五
二
号

箇

所

表

紙

八

行

七

四

頁

一

行

七
五
頁
十
一
行

―
ニ
ニ
頁
十
五
行

―
二
四
頁
十
九
行

一
三
六
頁
十
九
行

一
五
四
頁
十
一
行

II

十
九
行

一

五

七

頁

七

行

I

I

I

I

 

一

五

八

頁

七

行

五
五
三
号

箇

所

七

0
頁
九
し
十
行

誤

正

『
ベ
ー
ク
マ
ン
と
の
対
『
ビ
ュ
ル
マ
ン
と
の
対

話

』

話

』

稲

垣

不

二

磨

稲

垣

不

二

麿

誤

伝
統
的
形
而
上
学

（
・
神
観
）

(
X
念苔
S
)

ens 
d
i
m
i
n
i
t
u
m
 

単
に

文
学
通
り

Angustinus 

明
解
に

V
i
g
a
u
x
 

M
o
n
r
e
a
l
 

適
格
に
も

正

伝
統
的
存
在
論

・
神
観

（
誓
房
）

ens 
d
i
m
i
n
u
t
u
m
 

常
に

文
字
通
り

Augustin us 

明
快
に

V
i
g
n
a
u
x
 

Montreal 

的
確
に
も

前
号
（
五
五
三
号
）
、
前
々
号
（
五
五
二
号
）
正
誤
表

一
六
〇




